
問題Ⅰ （１）～（10）の文章の空欄に当てはまる語句をそれぞれ①から⑤のなかから解答

してください。 

 

（１）から（４）まで（略） 

 

（５）果樹の整枝法は、棚仕立てと、立木仕立てである主幹形、変則主幹形、開心自然形に

分けられる。棚仕立ては、ブドウやナシのほか〔 Ａ 〕で採用されている。主幹形と

は、主幹がまっすぐに立っている樹形で〔 Ｂ 〕の幼木期にはこの樹形を採用する。

変則主幹形とは、主幹を２～３ｍの高さで切り、主枝を３本～４本配置する樹形で

〔 Ｃ 〕の成木で利用されている。開心自然形は、主幹を60cm～90cmとして主枝を２

本～４本配置する樹形で〔 Ｄ 〕で採用されている。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

① 供与親 自殖性 少数 自家不和合性 

② 反復親 自殖性 少数 雄性不稔性 

③ 反復親 他殖性 多数 自家不和合性 

④ 供与親 他殖性 多数 雄性不稔性 

⑤ 反復親 自殖性 多数 雄性不稔性 

 

（６）から（１０）まで（略） 


